


新理事長挨拶

去る3月22日、東海大学校友会館にて行われました理事

会・総会に於いて、長らく理事長をつとめて来られた松前

達郎氏が職務の都合から御退任されるに伴い、皆さんのご

推挙により理事長に就任することになりました。

本研究所には、今まで理事として関わりを持っておりま

したが、今後は所員並びに御関係の方々の協力を仰ぎ、本

研究所を未来に向けて有意義な存在となし得るよう努力し

てゆくつもりです。どうぞよろしくお願Lミ申し上げます。

お気付きのことと思いますが、本会報の表紙にある

Institute of Scandinavian Studiesの名称通り、本研究所の活動

も“スウェーデンを基軸としたスカンジナビア諸国並びにそ

の周辺"という意味で、ヨーロッパ北方諸国全体にスポット

を当ててゆくことを目指しております。

この4月、デンマークのプレスト市長さんとお会いした時、

今年6月にはスウェーデンのマルメとコペンハーゲンの聞に

橋が架かり将来はブエーマン海峡との聞にも橋が架けられ、

スウェーデンとデンマーク、そして北ドイツが一体となっ

た新しい地域的活力が生まれるという話を聞きました。こ

れ等の事実にEUの取り組みを重ね合わせて見ると、この石!lfI

究所の活動も近年のヨーロッパ北方地域の変貌ぶりを無視

することは出来ませんし、我われもそこに、新たな活動の

料を目ざしてゆくことが大切だと思っています。

御存知のように、近年北欧地域の先端的科学技術の歩み

は、アメリカと異なるものがあり、各国、各企業が注目す

るところとなっています。そして人間的側面を重視した科

(社)スウェーテ‘ン社会研究所理事長松前紀男

President Prof. Dr. Norio Matsumae 

学技術のあり方に対する追求は、今まで気づかなかった

我々に新鮮な視座を与えてくれております。このような事

実と方向を見極めながら、皆様方のご期待に幅広くお応え

してゆければ良いが…と考えております。

ところで、本会報の編集責任者であった岡沢憲芙氏から、

現役で活躍中の方と交代したいとのお話もあり、私も岡沢

先生のご意見に従い、川崎一彦氏にこの役割をお願いする

ことに致しました。従ってこのNO.315号の会報から、川崎

氏が編集責任者となって発行されており、同氏の考え方を

知っていただくために、原稿も依頼致しました。

岡沢憲芙先生には、大変長い間ご指導いただいたことに

対し感謝申し上げます。

御存知の方も多いと思いますが、川崎氏は]EIROのご出身

で北欧の企業産業を専門とし、ストックホルム大学環太平

洋アジア研究所の研究員を兼担されながら、北海道東海大

学の北方圏文化学科の主任教授をつとめておられます。こ

れからは会報の発行のみならず、本研究所の諸々の活動に

も、様々な御示唆をしていただけるものと期待しております。

4修理事長プロフィール

松前紀男 (NorioMatsumae) 

北海道東海大学並びに東海大学学長を経て、現在学校法人東海大

学理事。フランス・ストラスブール大学にて社会科学博士を取得。

国志総合研究一大学院大学の運営審議委員、国立東京水産大学運営諮

問委員等、公的機関との関わりも多く、芸術工学会会長、札幌コン

サートホールKitara館長等、覇市f文化団体の責任も担っている。
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要約

これまでの日本におけるスウェーデン社会の研究分野は、

少子高齢化、福祉などの経済の「分配面」が突出していた。

しかし、乙れからの活動の方向としては、経済の「生産

面」も含めた研究、また、「国際」から「地域」へと変化す

る欧州に対応する研究対象の地域的拡大も必要であろう。

さらに、これまでの活動は、どちらかというと、スウェー

デンから日本が学ぶ方向が多かった。今後交流を持続さ

せるためには、相Eのgiveand takeの交流が不可避であろう。

21世紀の日本の主要課題を考慮に入れながら、スウェー

デン社会研究所の今後の活動の方向をお考え頂きたい。

①経済の分配面(福祉社会政策等)

→生産面(技術、情報、産業等)

②スウェーデン→北欧、北ヨーロッパ全体、

東京中J心→全国

③一方的→相互(ギブアンドテイク)

4砂変わるスウェーデン、北欧のイメージ

北欧、スウェーデンの外国におけるイメージが最近大

きく変わってきている。

スウェーデンの外務省は米国のメディアが取り上げる

スウェーデンのイメージ調査を行っている。これによれ

ば、かつてはスウェーデンといえば、「ゆりかごから墓場

まで」の高福祉と、それを可能にする高い税負担、といっ

たイメージが一般的であった。

しかし、近年は、 IT(情報技術)、デザイン、音楽(ス

ウェーデンポップス)などが主流になっている。

昨年米国の主要メディアが取り上げたスウェーデン関

係の記事も、インターネットやモパイルビジネス関連の

ものが多い。たとえば、ビジネスウィークは、スウェー

デンのインターネットビジネスの起業家を iE-VikingsJと

いうタイトルで特集して注目された。

今年に入ってからも、ニューズウィークが「未来都市ス

トックホルム」として情報ビジネスに花を咲かせるスウェ
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ーデンを大きく取り上げた (2月16日号)。

〈北欧は欧州ーのIT先進国〉

米国FORBES誌が99年に実施した、情報インフラの

国別ランキング調査では、上位はアメリカ、スウェー

デン、ノルウェ一、デンマー夕、フィンランド、スイ

ス、オランダ、イギリス、 ドイツ、フランス、の)1債で

北欧諸国が欧州のトップに名を連ねている。

ダボスの会議で有名なスイスのWorldEc-<>nouuc Forum 

の99年の調査による、企業の電子メールの使用率が高

い国は、フィンランド、デンマー夕、オーストラリア、

アメリカ、スウェーデ?ン、アイ}(.，-ランド、シンガポー

ル、カナダ、オーストリア、メキシコで、日本は20位

にしかランクされていない。(www.weforu瓜 or玄)

〈フィンランドは世界ーの携帯電話大国〉

携帯電話の普及率が世界で一番高いのは北欧諸国

で、中でもフィンランドが65%を超えてトップだ。す

なわち、赤ちゃんや老人も含めて、全国民の3人に2人

が持っている乙とになる。

フィンランドの最年少の携帯電話所有者は2歳だそ

うだ。何に使うか、と思うと、保育所に預けている問、

親が安否の確認や連絡をすることなどに使われてい

る。ほとんどが共稼ぎの北殴では保育所でも親との連

絡に携帯が必需品になりつつある。

携帯電話はモパイル・インターネット端末として

の機能を高めている。北欧ではインターネットバンキ

ングなど、インターネット端末として機能の利用が一

般化している。

ビル ・ゲイツがもっとも恐れている人物の一人とい

われるLinuxの開発者リーナス・トルパルス守もフィン

ランド人である。

携帯電話端末機のシェアが世界ーのノキアはヘルシ

ンキに本社をおくフィンランドの企業である。世界第

2位は同じ北殴スウェーデンのエリクソンである。交

換設備などシステムについては、エリクソンが世界ー

のシェアを持つ。

ノキアの株価は高騰しており、昨年末には総発行株

式の時価総額は殴州企業の中でトップになった。米国

のコカコーラやAT&Tをすでに抜いている。

以上の情報技術の例で明らかなように、日本がスウェ

ーデン、北欧から学ぶべきも確実に変わってきている。

研究交流の分野としては、これまでの中心であった経

済の分配面である、福祉社会政策のみではなく、生産面

(福祉の糧)である、技術、情報、産業、経済にももっと

注目すべきであろう。

+21世紀の日本の主要課題のヒント

上述の情報化をはじめ、 21世紀の日本の主要課題とし

ては以下をあげることができるが、北欧諸国はこれらの

すべての点について考えるヒントを与えてくれる。

1)少子高齢化

2)国際化

3)情報化

4)価値観の変化(環境問題、男女共同参画など)

+21世紀のスウヱーデン社会研究所の活動の方向性

スウェーデン社会研究所は英文名ではすでに北欧全体

をカバーしている。新理事長がご挨拶の中でご指摘にな

っているように、 EUの統合が進む欧州では、「国際」から

「域際Jの時代に移行している。研究交流対象地域として

は、スウェーデンを中心としつつも、北欧州全域に拡大

すべきであろう 。

また、日本圏内でも、「北方闇」交流の発祥地、北海道

のように、北欧との交流も盛んな地域も多く、東京以外

の地方での事業も拡大する可能性もあろう 。

そして、交流が長続きするためには、これまでのよう

に、どちらかというと一方的に教えてもらうだけではな

く、相互のgiveand takeの交流が不可欠で、あろう 。

松前紀男新理事長のもとで、 21世紀のスウェーデン社

会研究所のあり方について、会員の皆様のご意見を伺い

ながら方向性を探って行く必要があろう 。

ふ闘と誌総67L少 ρ・
天皇・皇后両陛下は、平成12年5月20日より、スイス 、

オランダ、フィンランドおよびスウェーデン四か国をご

歴訪なされる。天皇御即位後、両陛下が外国をお訪ねに

なる旅は、今回で9度目であるが、オランダもスウェーデ

ンも、その公式ご訪問は、今回が初めてとなる。

ご出発を前にして、オランダとスウェーデン両国との

交流の歴史や現状について、民間人とお話をなさるお茶

会が、 5月12日、宮中「連翠」の聞において行なわれた。

スウェーデンとの友好団体としては、「日本スウェーデ

ン協会H日本スウェーデン議員連盟Hスウェーデン社会

研究所H日瑞基金jが列挙され、「スウェーデン社会研究

所Jの代表としては、松前紀男会長兼理事長、山田清志常

務理事および高須裕三顧問がお召しの光栄に浴した。

定刻午後6時、天皇・皇后両陛下には、侍従長・女官長

および侍従を随えてご入室、橋本龍太郎首席随員、鎌倉

節宮内庁長官らが侍立申上げる中で、中山太郎「日蘭議員

連盟会長兼日本スウェーデン議員連盟会長」が参列者一同

を代表して、両陛下にご挨拶を申上げた。

ついで、天皇陛下より、 一同に対して労をねぎらうお

言葉があり、両陛下は右側と左側とに分かれて参集者た

ちの聞を縫うようにして、満遍なくご質問やお鴎き及び

のため、徐行されたり、停立されたりなさった。



松前紀男会長に対しては、 主として当研究所創立当初

より会長の席にあった故松前重義博士の人物などについ

てのお話しかけがなされた御様子。 山田常務に対しては、

当研究所の諸活動について御質問の模様であった。

高須顧問は、 当研究所創立(昭和42年10月)について尽

力なされた故大平正芳理事長の北欧諸国への外交的識見

について申上げ、また同年同月23日の関所式には、スウ

ェーデン王室のクリスティーナ王女が臨場され同国政府

からの寄贈書籍を大平理事長にお手渡しになったことな

ど、当研究所歴史の第1頁を簡潔に申上げた。

両陛下は、昭和60年6月に、 皇太子同妃両殿下として北

欧四か国を公式にご訪問なので、北欧史についても詳し

い知識をおもちである。その際、ツュンペリーの遺品な

どをウプサラ大学でご見学もされておられるので、それ

に関連して、 1976年5月17日-25日、日本植物学会は在日

スウェーデン大使館と共催して 「ツュンペリー来日200年

記念」の諸行事を行なったことも申上げた。

皇后陛下には、今回のオランダご訪問に際して同国の

元捕虜たちがデモなどの不敬な行為に出るのではないか

という 国民的心配とともに、両陛下のご心身のご無事を

心よりお祈りします旨を申上げた。

そして「道j(天皇陛下御即位十年記念記録集、宮内庁

編)にある皇后陛下の御歌(平成十年の部)

英国にて元捕虜の激しき抗議を

受けし折、かつて虜因の身となりし

わが国人の上もしきりに思はれて

語らざる悲しみもてる人あらむ母国は青き梅実る頃

乙の御歌の、なんと高く 、なんと深い、 皇后様の悲し

くも愛しき、ご心境かなと感銘一入でございます、と真

情を申上げた。

ともあれ、働き盛りの頃にはスウェーデン研究に傾倒

し、いまは齢80を越した私にとっては 「老木に花咲く 」思

いの美しきータであった。

(高須裕三記.yuzo Takasu) 
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当研究所刊行の図書に寄せ~思い

周知のように、当研究所は創立以来 「スウェーデン社会

研究月報J(当初は所報、現在は会報)を定期的に刊行し、

トピック的なものは小冊子としても刊行されてきた。

ところで一方において、当研究所で編集 ・刊行された

図書が、我が国の福祉社会の向上に一役買ってきたこと

が見落とされてはならない。

創立当初から関係をもっ者として、ここに改めて、意義

ある一連の図書の刊行がなされていることを紹介したいと

思う。年代順にそれを記してみる。(1Hスウェーデンー自

由と福祉の国一j(芸林書房・ 1971年)、 (2Hスウェーデンの

老人と福祉j(平田富太郎監修・成文堂 ・1972年)、 (3H福祉

とは何をすることかj(至誠堂 ・1974年)、(4H福祉社会スウ

ェーデンの新しい動向H成文堂・ 1979年)、 (5Hスウェーデ

ンの社会政策.1(成文堂・ 1981年)、 (6)rEconomic Growth 

Welfare and Industrial Relations: A Comparative Study of Japan組 d

Sweden.l (Edited by町伽百Jalb巴rgand Naomi Maruo， Japanese 

Institute for Social Studies on Sweden， 1984)、(7Hスウェーデン

ハンドブ、ックj(早稲田大学出版部・ 1987年)、 (8H新版スウ

ェーデンハンドブックH早稲田大学出版部 ・1992年)。

そしてそのいくつかのものにおいて、編集委員の大役

を仰せつかり、高須裕三先生、また故人となられた西村

光夫先生、平田冨太郎先生、小野寺信・百合子ご夫妻の

ご指導によって、何とか責任を果たすことを得たのであ

った。また推薦文等を心よくご執筆いただいた松前重義

先生の乙とを忘れることは出来ない。

なお編集者の立場で、とくに統ーを計る必要があり、

いわゆる大家・大先輩の方々にも一部書直しを御願いし、

早稲田大学名誉教授・当研究所顧問 中嶋博
Emeritus Prof. Waseda University Hiroshi Nakaj凶 a

注や参考文献についても

注文をつけるなど、数々

の失礼のあったことを改

めてお詫びしたい。

ところで、こうした図

書の刊行にかかわった最 } 

高の想い出は、 最初の

1971年に刊行したものに

まつわる物語である。

それはこの夏渡瑞を前

にすべて仕事をし終えた

のに一向に刷り上って来

ない。当時羽田から国際

便が飛び立っていたが、

その出発カウンターに、

スウェーデシのクリスティーナ豆女をお迎えして

「スウェーデン社幸軒究所Jの閉所式を樹号
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芸林書房社長広岡氏が、やっと刷り上ったと3部持参して

呉れてホッとした。

それは、K.F.アルムクヴィスト駐日大使がポルトガル大 ~ 
使にご転任になり、届けに上がる予定をしていたからで

ある。

コペンハーゲンーパリをSASで、そこから国際列車でリ

スボンに向かったのだが、生憎スペインの大洪水の鉄道

事故で、半日遅延、翌早朝着。 それから公邸に向かった

のだが、本の出来映えをご覧になってのお歓びのご様子

に長旅の疲れもふっ飛んだ。

そして極めっきはご夫人自慢作の日本画の大扉風(東山

画伯の真弟子)を背景にしての心暖まるご馳走をいただい



た上、大使からホテル・アンパサダーでゆっくり休むよう

にとのお言葉。スウェーデン社会研究所に関係させていた

だいた幸せを、しみじみ感じたことであった。 (r月報』第3

巻第11号参照)

そしてごれらの刊行物が、我が国の社会の向上に資し、

今なおバリア・フリーの社会の実現等のために利用されて

Lミるのを嬉しく思う。

例えば、 『スウェーデンの老人と福祉jは、全国の市町村

の殆どの図書館に備え付けられ、政策立案者に利用されて

いるのを知る。

また、これらの一連の図書が、スウェーデンの社会に影響

を与えてきていることも否定出来ない。例えば民間活力利

用、私学化、労使関係、在宅介護等に顕著に示されている。

今回、福祉社会、とくにスウェーデンから学ぶものは何

も無い、との意見を時々耳にする。

しかし、創立20周年を迎えて、故西村光夫理事長が、

「今スウェーデンから学ぶべき点は多く残されているH20

年の歩み ・1987年jとされたことを想起したい。

また、国際通の第一人者が、「デンマークやスウェーデ

ンと同じ方向に政策転換することが日本経済を良くする道

だし、本当の行政改革だと思うJ('朝日新聞， 1998年6月9日

付)と断じておられるのは、心強い限りである。

~一四
オンブズマンの研究・26年

ストックホルムを初めて訪れたのは1972年6月。国連人

間環境会議へのオブ、ザーパーとしての参加が私の任務だっ

た。行き交うクルマは昼間でもヘッドライトを点灯。シー

トベルトは三点式。信号待ちではエンジンを切る。地下鉄

のホームに吐き出される乗客のなかに必ず、と言ってよいほ

ど車椅子の人たちが何人も交じっている…。

各国代表のための現場ツアーに仲間入りしてあちこち見

て回った。ヘグダーレンスのゴミ処理工場付近はまるで公

園。焼却熱で蒸気タービンを回して発電し、それを電力会

社に売り、熱湯は地区暖房に、燃えカスは市民スキー場の

ゲレンデ造成に。ダンデリッド地区病院の待合室はホテル

のロビー風。そこに銀行と郵便局と役所の分室があった。

私は、町で言葉を交わした人たちに 「オンブズマン」の

ことを尋ねてみた。「知ってるヨJと弾むような答え、自分

たちの味方なのだという説明、信頼感を表わす目の輝き。

その印象が、それから今日に至る私のオンブスゃマン制度研

究の原点となる。

私はたまたま60年代の半ばHarvardBusiness Review誌の

なかの論文でこの制度の応用型のととを知ったが、当時の

わが国ではこの制度はまだほとんど知られていなかった。

勤務先の図書館で見つけたコロンピア大学のWalter

Ge1lhom著Ombudsmanand Othersとスウェーデン大使館の

書架にあった少々の一次資料が、私の頼りの綱だった。

官官接待など行政の不正やマスコミの横暴を、市民の立場

で監視するオンブズマン制度。世界に広がるこの制度の原点

を探り、日本での糸口を示した画期的で貴重な本である。

自分自身の興味から、私は、自腹をきって、独力でこの

制度の研究にハマリ込んだ。大使館のフリッソン報道官に

は、資料面やオンブズマン事務所への訪問スケジュールの

調整などで助けてもらった。1975年7月、訪米からの帰途、

数日ストックホルムに立ち寄って国会オンブズマン・ヴェ

ンネグレン判事にインタビュー。1977年6月には、妻にも

同行してもらって2週間ストックホルムに滞在し、国会オ

ンブズマンのほか公正取引・消費者 ・報道各オンブズマン

がたや大法宮などから懇切なご教示をいただいた(その後、

80年の6月と9月、 82年、 84年、 91年にも)。

潮見憲三郎
Mr. Kenzaburo Shiomi 

1979年に 「スウェーデンのオンブス守マンJ(核心評論社)

を出版した。同年の4月/9月期、立教大学法学部の3・4年

次の学生諸君に、同じテーマで政治学科の講義をする機会

があった。その頃、(故)小野寺百合子・(故)松本浩太郎両

先生のご推薦をいただいてスウェーデン社会研究所に入会

した。まったくの偶然だが、昔むかし、私のーまわり年上

の姉と松本浩太郎少年とは、同じ小学校の同じクラスの生

徒だった!と。

1976年にはロッキード汚職で田中角栄首相が逮捕されて

いた。国会でもマスコミでも「オンブズマンjという言葉

が目立つようになる。政府筋でも研究を急いだようだ。し

かし、例えば行管庁による報告書の類を読むと「民Jの論

理と 「官」の論理のスレ遠い状況がよく見える。大平首相

の諮問を受けた有識者協議会の提言 (1979)の言い回しに

よれば「わが国の風土に合ったオンブズマン制度の導入に

ついても長期的課題として検討…」と。ここで「わが国の

風土に合う」とは、わが国の既存の体制はそのまま、新し

い制度はそれに「当たり障りのない範囲内で」という意味

だ。「長期的課題」というのは、いま課題として取り上げる

ことはしない、という意味だ。ただ、その後、 1981年と

1987年に、政府部内に5人程度のオンブズマン職を新設、

民間有識者による「行政苦情救済推進会議」を新設、とい

うような構想がブチあげられたが、打ち上がっただけで立

ち消えたらしp。

立ち消えたからよかった。

そういう「官製」オンブスeマ

ンの実体は 「行政苦情処理・

行政相談・行政に対する信頼

の確保のためのもの…」であ

って、それらは本当のオンブ

ズマンの仕事ではない。オン

ブズマンは「苦情を処理する

役人Jではなく、「役人に苦情

を申し立てる市民の代理人」

なのだ。

「官製」の発想に見切をつ

閉明開摩書i!:l号号待圃
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けたかたちで「市民オンブズpマン」が登場した。

政治や行政の不正・不当に目を光らせている市民運動グ

ループは各地に数多いが、なかでも1983年以来、大阪「市

民オンブズマングループ」が大阪府水道局の「架空接待費」

支出(官官接待)に対してお乙なった監査請求を皮切りの

運動は、 1994年7月の 「全国市民オンブズマン連絡会議」結

成に発展。翌年から全国一斉に地方自治体の食料費・交際

費の情報公開請求を開始するなど、継続的、効果的な活動

が続いている。

オスビー、口ンスボ夕、通信私記

この市民運動は、オンブズマンの機能の大切な条件のう

ちの三つを充たしている…監察の対象から独立している、

情報公開制度の土台のうえで働いている、市民の昧方であ

る(拙著 「オンブズマンとは何か」講談社 ・1996・日本図書

館協会選定図書)。

私が20余年の遍歴でたどりついた地点の標識は 「オンブ

ズマンは市民の代理人」ということ。私にとっては出発地

の標識と同じ、つまり、ストックホルム市民の目の輝きそ

のものだった。

f 
彫刻家、bildkonstnar.スウ工ーテとン国立美術家協会、彫刻家組合会員 中林ヘルグレン富紀子

Mrs. Fukiko Nakabayashi-Hellgren 

新らたなミレニアムを迎え青葉薫る候に、古い暦を捲

るのはいささか気がひけます。しかも美術の分野は社会

を反映する万華鏡の枝葉末節の一現象にしかすぎません。

一介の井戸の蛙に対して、故郷を追懐しつつ投稿する機

会を与えて下さった事に感謝すると共に、心から光栄に

思います。「そっ啄の時機」龍雄飛せん。

私は初心にかえり、より一層精進すべく心に銘肝致し

ました。

学生運動がたけなわだった1970年前後に、美共闘(多摩

美術大学)をその母体として従来ある美術の土壌に風穴を

開けるべく、物質の存在と人間の認識の間にあるシステ

ムを超えた、新しい「もの」への発見を提起した、革新の

旗手「もの派」の拾頭は、日本の美術史上、 一つの画期的

な出来事でした。私もその洗礼を受けて美術家として第

一歩を踏み出し、この命題をより真撃に模索しながら、 4

年聞東京で活躍した結果、私にとって創作するという事

は、自己の存在の根を掘り起し自己完結に至るための撃

そのものでしたので、外国の最新勤行に敏感な日本の美

術界の生け花、もしくはクローン的な体質とは相入れず、

やがて居場所を失ない窒息するに至る事を予見し、見切

りを付けざるおえない時機に直面しました。語学カ、現

実的な受け入れ態勢、将来への青写真も無い、唯、自己

の信念、才能を信じて、雑草である私はー粒の種子(素志)

を手に、 1975年12月厳寒のスウェーデンへ転進し星霜を

経て、難難を克した暖冬の一夜一私は束の間の、そして

草の実の栄光を両の手に受ける事が出来たのです。

オスピー市文化賞は16回目を迎え、外国人で、しかも

美術家が受賞したのは異例な事で、その先鞭を付けると

同時に、後進への道も開く事が出来ました。

。1998年12月15日北スコーネ新聞

(FUKIKO (富紀子)は受賞した》

口ンスボダ在住の中林富紀子は、月曜日の夜ハスレヱ

ド学校の講堂において、オスビ一市会議の代表者によっ

て、 98年度オスビー市文化賞を受与された際に、心から

感謝すると共に深く感動した。

賞金はオスビー市会議議長、夕、ァグ・イヴァラソン氏

から 10.000ク口ーナ(約15万円)の

小切手と表彰状を授与された。

受賞の理由、主旨は次の様に綴ら

れている。

彼女の多方面に渡る文化的活動と

異なった素材による多様な表現様式、

独特な自然石の彫刻・ WTidensgang.l
(時空一無限)と、 rTidensspege!.l
(日寺空一無限一鏡)、その他に彼女の

芸術作品、彫刻的な表現による独創

素描、-r生命の線一空間一無限

(0.1.2.3.4.5.6.7.8.9…∞).1が国際展

で受賞した事をコミューン(地方自

治体)は注目し、高く評価した結果、

9名の候補者を振り切って彼女は万

場一致で選出された。

中林富紀子は最も人気のある受賞

者で、晴れの式場に日本的な優雅な

物腰で臨んだが、彼女は、すでに長

い年月をこの片田舎で人生と芸術を

両立させるべく新らたな試練に挑戦していたのだ。

1974年に、かの注目すべきウベボダ国際シンポジウム

カ昔、開催した際に、彼女は最初にスウェーデンに、そして

口ンスボダヘ来て、シンポジウムに参加した。後に一時ス

ウェーデンを離れたが、再びロンスボダに戻り留まった。

日本に帰国の途中で帰参した動機は、愛情によってか或

いは2つの愛情ーひとりの男性とdiabas、ディアパスと呼

ばれる黒御影石への愛情のためか。長い厳寒のスウ工ー

デンの冬一彼女は異国でのこの厳しい忍耐と試練の幾歳

月を克してその努力が実を結び¥名誉ある文化賞を受賞

したのだ。彼女は第二の故郷となったスウェーデンにお

いては稀な、人間昧豊かな暖かい人柄の持ち主である。

中林富紀子は思索的で常に問題意識を持ち、多様な素

材を駆使しながら表現様式を編み出しながら追求し多面

的に旺盛な芸術活動を展開しているが、それ等を全面的

に規定された範囲内に据えるのは不可能である。公共の

場に設置された彼女の代表的な作品の筆頭はブレーキン



Fukiko tog emot priset 

ゲ県、口ンネビー市立ブルーン公園内の日本庭園、スコー

ネ県、ヘルシンボーイ市、ヘッスレホルム市、クリスティ

アンスタード市、工ス卜ラゴッ卜ランド県、ノーショッピ

ング市、勿論、ロンスボ夕、郊外、黒い鉱山、ヘーグフル卜

そのイ也である。

これ等総てはFukiko(富紀子)が祖国日本を後にして、

口ンスボダに於いて再出発した25年間の成果だと言える。

北スコーネ紙オスビ一市支局主筆イングヴ‘ァル・クヴァ

ルンハンマール (IngvarKvarnhammar) 

(受賞の動機の)注訳

1 クリスティナハム市べ‘ッカ高校で『日本の宗教・文化に

ついて.14回、口ンネビー市で 『日本の歴史・宗教・文

化について.13回講演並びに実演した。

2.ロンネビー市、オスビ一市に私の代表的な彫刻が設置

されており、他県である両市長、以下が会合して両市

の将来を話し合うその橋渡しをした。

3.97，98年に、ストックホルムで文化使節団による『日本

文化の夕べ』が開催され、瑞白基金、日本大使館、スト

ックホルム大学東洋学部(共に第一回のみ)、ストック

ホルム日本人会の協力の元に翌日ロンネビー市が捉3鳴

し公演は大成功をおさめ、親日都市10年の歴史に輝か

しい1ぺージを加え、更に98年にはオスビ一市も招待し、

私は公演の際に両市のコーディネーターを務めた。

。ウベボダ国際シンポジウム25周年記念祝賀

1974年北スコーネ地方で、国際シンポジウムが開催され、

日本から7名、スカンジナビア諸国、その他20名参加した。

会場は拾石山(へーグフルト)、機械は不備、拾て石以外

の素材と食費は自己負担、宿舎は偶然にも同年ノーベル文

学賞を受賞された、 HarryMartinssonも学ばれた旧学校、

関係機関の後援は皆無と、最悪の条件の中で各自が窮境を

逆手に取り、会心の大作を制作した。戦友の内3名は在住

し、 N氏は著名な彫刻家に、 S氏は石工場の職人&彫刻家

に、私は初志貫徹し今此処で往日をひもといている。

1999年6月10日、晴天に恵まれ100名余りの関係者、観客

が集い、オスビー市長、来賓の挨拶の後、スウェーデン、

日本、ヨーロッパ数カ国42名の作家による展覧会(後援:

オスビー市)が盛況の内に開幕し、私は数トンに及ぶ99個

の自然石の彫刻インスタレーションと素描を出品し、好評

を博した。その夜祝宴が催され満座を前にして、私は挨拶

した。

「シンポジウムの後私達はルンドでグループ展をやり、

オープニングで『若者逮Jという日本の歌を歌いました。

あの日から我々は25歳年を取りましたが、胸に希望を絶や

さず青春の日の炎を燃やし生きる限り、我々は永遠の若者

です。今私はこの歌を私自身に、会場の皆様に、そして未

来に捧げます。 50年祝賀で又再会しましょうリ

ふと隈目すると、この歌調が時空を超えて私の心の遍歴

を返照する。君の行く道は果てし芯く遠い。だのになぜ、

何を求めて君は行くのか、そんなにしてまで。世阿弥は

f初心忘れるべからず、命は終わりあり、能には果てある

べからず』と記している。芸術という果てあるべからず道

を選んだ私は、帰国の途中で、立寄ったポーランド・ルプリ

ンのナチ収容所跡一今世紀最大の歴史の汚点の現場に震

揺し立ちすくんだ時、即・今・此処一私は人生の分岐点、

地雷の上に立ったのを悟った。運命の磁気が命じるままに、

留まろう!切符をキャンセルしてスウェーデンに、振り出

しに戻ったのだ。

君のあの人は今はもう居ない。だのになぜ何を探して君

は行くのか、あてもたEいのに。「親の欲目かも知れないけ

れど、私も又貴女には日本は狭過ぎると思います。家の事

は心配しないで1年でも2年でもそちらで頑張りなさい。J、
母は女のくせにと言われた時代に医者になり、父と離婚し、

都庁の病院、夜間は自宅開業しながら2人の子供を育て、

その聞に博士号も取った。自らのカで人生を開拓したから

こそ、私を信じ、その決意を理解して見事なはなむけの言

葉でもって、異国での再出発を激励して下さったのだ。心

底から私達の結婚を喜び、夫を息子の様に愛した最愛の母

が逝ってはや六年 もう居ない。慕わしい笑顔が胸一杯に

浮かんでくる。

君の行く遭は希望へと続く、空に又陽が昇る時若者は又

歩き始める。

完走しよう!r芸術』という鬼の面をも合わせ持つ未熟

な妻と二人三脚を組み愛し支え辛抱強く見守るスヴェンー

そして無数の人達に生かされてきた私。溢れる感謝の気持

ちをこめて生命への讃歌を歌い終わった。「フキコありが

とう!J万雷の拍手の中を縫って頬を紅潮させた 『若者逮』

が、市の関係者が駆け寄り、感極まった様に頬にキスし抱

擁しあう そして夫と。嬉しかった!我々は今世紀最後の

白夜の一刻、万感の想いを込めて乾杯、杯を飲み干したの

だ 1



スモーランド南部にあるヴェクショー空港に到着したの

は1996年8月30日。澄み渡る青空に、少し涼しさを得た風が

爽やかに吹き抜ける日であった。空港に降り立った私はそ

の空気を大きく吸ってみた。もう今から4年前のこととなる

が、これが高緯度の国の晩夏の天候か、と空を見上げ実感

したことを記憶している。海外渡航など一般化して久しいも

のの、スウェーデンについては矢張り、ある感慨が有った。

元々、ラーゲルレーフの「ニルスの不思議な旅Jやリン

ドグレンの「ピッピ」シリーズ等々、北敵、就中スウェー

デン児童文学に興味を持っていた乙ともあって、スウェー

デン留学は、大学在学中の目標の一つであった。日本の大

学に於て1年半スウェーデン語を勉強し、その聞もこの言

語への興味は増していった。そして1年間の交換留学生と

してヴェクショーに来たのである。

{管越乍らここで簡単に紹介させて頂くと、ヴェクショー

はスウェーデン南東部スモーランド地方内陸部に位置する

人口約7万人、スウェーデンでは中規模の町であり、日本

でもコス夕、ボーダ、オッレフォシュのような町と共に

「ガラスの王国」として知られる。森林や湖、豊富で美し

い自然環境に恵まれたこの町はしれでいて、中心市街部に

は劇場、博物館、コンサートホール等を備えて現代的でも

ある。その様な町の市街部の南に位置するテレボルグ地区

にヴェクショー大学はある。学生数は総計7500名(但し、

この数は当時のもので、現在は増加しているということで

す)で、経営経済学部、社会科学部、コンピューター科学

学部、工学部、人文科学部そして教育学部がある。また、

この大学では交換留学生も積極的に受け入れているようで

スカンジナピア、ヨーロッパ、北米、日本やアフリカから

毎年300名以上が来ており、とうした留学生を対象とした

スウェーデン語コースも別に開講されている。なだらかな

丘状のあるキャンパスは建物の配置もゆったりとしており

落ち着いた雰囲気で、最新設備の整った図書館や赤茶色の

外壁の本館等が周囲の自然の景色とよく調和して見える。

大学を取り巻く環境も良く、大学の北西隣には古城や湖が、

そしてその周囲には豊かな森林が広がり、そうした環境の

中で休日には散歩、ジョギングやサイクリングを楽しんだ

り、さらに一年を通じて余暇活動やスポーツも盛んな大学

のようだ。キャンパス内にはまた学生用のアパートや寮も

立ち並び、そこに居住する多くの学生にとっても住み易い

環境のようであった。

9月初旬より秋学期が始まり、 12月中旬まで続く。留学

生対象のこのコースで、スウェーデン語の入門から基礎を

学ぶ。日本で一応基本的な会話力と背景の文化に関する知

識は学んできたつもりであったが、コース中に初めて知る

ことも多かった。毎回の授業は1クラス20人位で、教師を

取り囲むようにして学生がテーブルを並べる。学生の国籍

はヨーロッパ、アメリカを中心に様々。ゆったりとしたス

ピードで進む授業は学生と教師のふれあいの中で和気あい

あいと、しかし語学習得への4要素は確実に教えられてゆ

スウェーテ‘ン社会研究所会員 西村剛也
Mr. Takaya Nishirnura 

くといった具合。ここで感心したことは自然さである。教

師への質問がし易く寧ろ、会話から自然に発展するような

雰囲気であること。加えて、重要な学習事項も又、自然に

身に付くように思えたのには、視聴覚教材の多用や、教師

と学生問、或いは学生聞の頻繁な会話による練習が貢献し

ているのではなL功ミと考える。

一方、授業以外の面でも学んだことはある。まず、滞在

先でのことが挙げられよう。 1年間の留学中、前半分はホ

ームステイで、後半分は学生寮で過ごす予定となっていた。

そこで秋学期はホームステイのわけだが、スウェーデン人

の家庭への参加を通じて、彼等の持つ家族観、人生観、そ

して自然観を垣間見ることが出来たうえで、母国とのそう

した文化の遠いを比較するのはなかなか興味深い。日常生

活は勿論、多くの年中行事を共に過ごし、体験させて頂い

た事や、素晴らしいスモーランドの自然の中、キノコ採り、

バーベキュー、冬季にはクリスマスツリーを取りに行った

りと有意義に過ごさせて頂いた。

さらに、大学生活に於ても多彩なイベントが大学側から

留学生のために提案され、学業との両立を図りつつ、自分

なりに友人との楽しい思い出を多く作る事が出来た。

さて、年が明けて1997年の春学期は1月下旬から始まっ

て、 5月いっぱL冶までとなる。留学生はここで、英語の若

しくはスウェーデン語のコースを選択する。後者を選んだ

私は、“ScandinavianCulture"という名の、即ち中級レベル

のスウェーデン語を用いての授業をとることとなった。こ

のコースは、約5週間をその一区切りとして、さらに4科目

に分かれる。もっとも、「コース」と言っても一学期を通じ

て、学生数は僅かに3-6名を数えるばかりなのだが。これ

は確かに学び易い環境ではあったが、日本の大学では斯様

に小規模の人数による開講は平生余り考えられぬことを鑑

みるに、多少賛沢の感もしたのであった。

授業内容の方であるが、第1科目は中級レベルのスウェ

ーデン語で、これは前期の基本的な語学習得を念頭に置い

たコースの延長とも言えるものである。文法事項や発音の

復習からさらに程度を発展させたり、エッセイ的にまとま

った内容の文章を読んでの要約、発表、そして発表を受け

ての討論も有り。ひとつ特徴的だと感じたのは、授業に於

て一つのテーマを完了すると、教師から「次には何をした

いかけと尋ねられる事だ。そこで普段から学生の方も、



それぞれの語学習得過程に於てどのような部分を課題とし

て見倣し焦点を当てていくべきなのかを認識しておく必要

が当然有る。この点で、必ずしもカリキュラム通りの授業

進行が予想されるものではなく、そこに多分なる柔軟性が

加わる形態であった。

授業の進行速度としては、ここまではややゆったりと進

んで来たのであったのだが、 2月終わりより第2科目である

北欧史から率然勉強のペースが上がる。読みこなす書物の

量も増え、プレゼンテーションや小論文等、少々本格的に

なってきたようだ。ここでも矢張り、全てのテーマは勿論

自分で決定してゆくこととなる。因みに私は、北欧古代神

話、女王クリスティーナ、さらには19-20世紀初頭のアメ

リカへの移民などに関して調べた。この科目、即ち歴史か

らは時間の密度が一段と濃くなった感があったと記憶して

いる。第3科目の地域文化学では、スウェーデン社会の各

部面に見る彼等の国民性について、そして第4科目の北欧

文学ではラーゲルレーフの作品とその生涯についてを各テ

ーマに選んだ私であった。コースを通じて、相次ぐプレゼ

ンテーションへの準備や、論文を書いている聞に時間の中

を駆け抜けたようで、 Eつ充実していたのであろう 。

生活面では、春学期は大学敷地内に在る寮での生活であ

る。私の居た寮では留学生が他に全くおらず、スウェーデ

ン入学生ばかりの中で暮らした。との環境は彼等学生遠の

|ωI.t:r~ωt.j.t"lr=r.l千~~ω~"fl千~

瑞興的e常【ち】
熊谷深雪

Ms. Miyuki Kumagai 

スウェーデンの人たちは、日々の食事に対する意識(意

欲)が弱いように思う 。

ある男の子 (5才)の一日のメニュー

朝:ヨーグルト+ジャム

畳:冷凍の魚フライ、パン

夜:マカロニ、ソーセージ

との子は野菜が嫌いなんだそうで一切口にしない。親

も無理に食べさせようとはせず、いつか食べれるように

考え方や文化を理解すると

いう観点から有用で、あった。

そこで有意義に過ごす事が

出来たのは、彼等といろい

ろと積極的に話をしていた

からではなかろうか。日常

生活に於て取っている何気

無い自分の行動にも文化的

背景があ って、そういった

行動を時には説明してみた

り、或いは相手の行動、 言

葉で関心を持ったことは開

いてみたりなど、意思疎通

が重要で、あると再認識した。

こうして様々な方々のお世話とご協カによって実現し、

沢山の思い出の詰まった留学も1997年6月に終え、無事帰

国。そして数年が経ち今日に至っているのであるが、スウ

ェーデンという国に関心を持ち続けた学生時代からの成果

として、学問以外の面では、日本を世界の中の一国、 一員

として見ることが自然に出来る様になった事や、その対外

姿勢について意識したりといった事は少なくない。これか

らもスウェーデンについて関心を持ってゆければと思う今

日此の頃である。
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長命奮令乙イ制韮付ぬ.

百町、いし、'li! Jot<. 

なってくれればいいなーぐらいの気持ちでいるらしLミ。 ので、この固では老若男女間わず皆が大大大大好き 。わ

あと意外なことに彼らは食べものを残す、捨てるととに たしの住んでいるNas吋oは、かなり小さな町だが、石を投

あまり抵抗を感じていないようだ。学校の食事は各自が好 げりやGodis屋に当たるというくらい、いくつもお庄があ

きなものを好きなだけ取れるカフェテリア方式なので、自 り、乙んなに同業者が密集していて共倒れにならないもの

分の胃袋と相談しながら適量を取ればいいものを、まずガ かと心配するくらいである。スーパーマーケットにも、もち

ーっと皿にものすごい量の料理をとり、しばらくいじった ろんGodis売場があり、ガソリンスタンドにもあり (24時間買

後、やっぱりお腹一杯、と残してしまう。かくして残飯用 えます!)な、なんと、私の学校の中にもちゃんとある!(学

のバケツは毎回山のような食べ残して盛り上がるのだった。 校の回りにはお庖もないので、“日々の必要不可欠品である

私は絶対的に自分のポリシー(ごはんはしっかり、パラ Godisは校内で売る"とい

ンス良く食べる。そして残さなLミ)が正しいと信じている う学校側の配慮らしp)

が、こちらの人はあんなにも偏食の人が多いのに、皆がこ お畳ごはんをたべた

んなにも立派な体格をしてらっしゃる! ! その足でGodis売場へか

つくづく体のっくりの遠いを実感させられるのだった。 '-けつける生徒たち。ス 詳

そんな風に“食事"にはこだわらない彼らが、何でその胃 ウェーデン人のパワー

袋を満たしているのかと言えば、それはもう“Godis(ゴー の源はGodisだったの

ディス)"なのである。Godisは日本でいう駄菓子みたいなも だ I I 



在日ス

(5月27日)-6月4日『スウェーテーンの夏至祭」
新検浜プリンスホテルにて、エントランスホール、アトリ

ウムには高さ10メートルのメイポールが立てられ、スウェー

デン風の装飾がほどこされ、スウ工ーデン製品も展示される。

詳細Tel:03-3760ー2760

4-17日「スウェーテ.ンのガラス/日本の卵」展

世界的にも有名なスウェーデンのガラスデザイナーUlrica

Hydman -Vallienが、卵に絵を描くアートで知られる日本の

芸術家、清水恵美子と共に展覧会を開催する。

詳細Tel:03-3255-3075 

6日「ナショナルデー祝賀会J
スウェーデンの建国記念日を祝して、クムリーン大使夫

妻は日本在住のスウェーデン人を対象とした非公式のレセ

プションを開催する。参加希望の方は大使館広報部まで。

詳細Tel:03-5562-5059 

11日『ダン・ラウリンのリコーダーリサイタル」
スウェーデン人リコーダー奏者DanLaurinがリサイタル

で、作曲家JanJacob Van Eyckの作品を披露する。

詳細Tel:03-3226-9999 

21-25日「ストリンドベリィ・フェスティヴアル糞っ

たれ!!!再潤
昨年9月にストリンドベリィ生誕150周年を記念して開催さ

れたストリンドベリィ・フェスティヴァルのメインア卜ラク

12000年度理事会・通常総会報告」

3月22日(水)、東京・霞ヶ関ビル33階校友会館で、今年の

理事会・通常総会が開催され、 11999年度事業報告ならびに

収支決算についてJ、12000年度事業計画ならびに収支予算

について」等が審議され承認されました。

-収支計算書 (1999.年1月1日-1999年12月31日)

1 (収入の部) 単位:円

会費収入 3，3日，俗5

事業収入 3，4!ω，979 

その他 3，810，蜘

小計 10，655，654 

前期繰越 5，483，989 

収入合計 16，139，臼3

II (支出の部) 単位:円

管理費 8，l∞，730 

事業費 3，271，似6

小計

次期繰越

支出合計

当期収支差額

11，371，776 

4，767，867 

16，139，ω3 

ム716，122

ションの一つでもあった「糞ったれHリがついに再演される。

詳細Tel:03-3324-5700 

くお知5せ〉インターネット情報

大使館ホームページ www.twics.comrswedemb/ 

スウェーデン外務省 www.ud.se 

スウェーテ=ン政府間刻鯛、トG淵 轍 www.VirtuaISweden.net

スウェーデンの文化関連のスウェーテ・ン語ニュースεレター

www.sivi.se/Sviv21.htm 

Dance 

・「ベンゲルフォークダンサーズ来日J
世界各国の民俗音楽・舞踊グループが集う祭典「ワールドフォー

クロリアーダ」にノルウェーのグループBe匂enFolk Dar即応が

参加する。

開会式 :7月26日(水)NHKホール

パレード :7月30日(日)渋谷区内 向

詳細Tel:03-3477一1055

Music 
.期待の若手ソプラノ歌手「フーディル・アーネセンソ
プラノリサイタルj

日時:7月4日(火)開演19時場所:武蔵野スイングホール

詳細Tel:0422ー54-8822

・北欧音楽を愛するピアニストとメゾソプラノの共演。
「館野泉(p)&東園己(Ms)ジ‘ョイントコンサート」

日時 :9月29日(金)開演時刻未定場所:札幌キタラホール

詳細Tel:011-612-8696 

.1鈎9年度事業報告

.講演会

. 1月29日(金Hスウェーデン見て歩き一省エネ、新エネ

ルギーへのさまざまな取り組みなどを中心に」

講師:平野真佐志兵

. 2月10日(水Hスウェーデン紀行ーオーロラを求めてj

講師:中山博邦氏

. 4月23日(金Hスウェーデン人の国民性について」

講師:田中一郎氏

. 5月12日(水H21世紀社会のモデル探し」

講師:小沢徳太郎氏

(以上の講演会は、スウェーデン交流センターと共催で

開催しました。)

.11月5日(金Hアルフレッドノーベルの人となりJ
講師:津金レイニウス豊子氏

於事務局イベントルーム

。会報 IJISSJ発行

。スウェーデン語講習会

. 1月20日(水)-4月27日(火)第98回開講

(スウェーデン交流センターと共催で開講しました。)



'9月6日(月)-12月18日(土)第99回開講

於:事務局イベントルーム

*3月13日(土)夏期スウェーデン短期語学留学ガイダンス開催

.その他

'3月10日(水)臨時理事会開催。

於:スウェーデンセンタービル傍皆会議室

.3月10日(水)-3月13日(土)在庫書籍、 CD販売0

・5月15日(土)港区浜松町科学新聞社内5階へ事務所移転0

'8月28日(土)1やかまし村の子供たち」ビデオ上映会。

於:事務局イベントルーム

. 9月6日(月)-9月27日(月Hスウェーデンのながいさんぽ

道J写真展。於:事務局イベントルーム

'9月24日(金)理事会-通常総会開催。

於:霞ヶ関ビル33階校友会館

. 12月2日(木)-12月28日(火)在庫書籍販売。

於:事務局内

.21α均年度事業計画

。継続事業

ポストME.JA、スウェーデンの新星ISAデビュー!

ストックホルムの街でも、 h偲JAが世界的規模で有名にな

ったことは自慢話に取り上げられるほど。そんなMEJAの次

を行く新星ISA(イーサ)が、日本でもこの4月にデビュー&

アルバムをリリース。

1978年生まれの21歳。その甘い風貌とは裏はらに、低く

落ち着いたハスキー ・ヴォイスのISA。父親がスウェーデン

で人気のポップ・グループ“Sven-ingv紅'sのキーボード・プ

レーヤーとし追う環境で育ったISAは円、つも家にはマーヴイ

ン・ゲイやEW&Fなどのソウル ・ミュージックが流れてい

て、パパがピアノを弾いてくれることもあった」という、ま

さに羨ましいかぎりのパックグラウンド。スティービー ・

ワンダーやホイットニー ・ヒューストンが大好きなISAは、

18歳でスウェーデンの音楽学校“Fridhem(フリードヘム)"

に入学。授業ではブラック・ミュージックに没頭する一方、

放課後にはライヴ・パフォーマーとしての活動に飛び回り、

週末ごとにライヴ・ハウスを沸かせたこともあれば、 Robyn

SOLVEIGの新作、日本先行発売決定!

シングル 「マリー」で、デビューしたデンマークのアーチス

ト、 SOLVEIG(ソルヴァイ )010万枚を超すビッグヒットとな

った1stアルバム 「アナログ」から約1年半ぶりのニューアルバ

ム、「ヴホアガボンド・スクウォ-Jがこの6月にリリースされま

す。こちらも前作同様、名フ。ロデューサーToreJohanssonとの

息の合った作品。もちろん、 Toreのサウンドには欠かせない

ザ・モーペッズのリンドゴード兄弟のホーンセクションも参

加。久々のピュアなタンバリンサウンドが日本に届きます。

SOLVEIGのヴォーカルは前作にも増してソフトな優しさ

と幸福感に満ち溢れ、聴いているだけで、とってもスウィ

ートな気持ちになれる一枚。そして、今回シングルに決定

-各北欧諸国大使館または関係団体と協力して、講演会-

研究会を随時開催。

-会報日ISSJを年6回発行し、会員および関係団体に配布

する。

・ホームページの内容の充実を計る0

.スウェーデン語講習会を年3回開講。

・スウェーデン語学留学に関する資料提供または簡単なガ

イダンスを行う。

・スウェーデン全般の資料や書籍を収集整備し随時閲覧

可能な状態にする。

4砂新規事業

・スウェーデンまたは北欧全般の音楽、映画、スポーツな

どの分野の情報を積極的に収集し案内する。

-会員に対して会員証を送付し会員管理の正確な整備をする0

・北殴関係の書籍リストを整備し販売する。

・スウェーデンの各分野に関する専門的な間合わせが培訪日し

ているので、それに対応できるネットワークを充実させる0

.新会員の増強に努める。

のパック・シンガーとして参加

したこともあった。そんなISA

BrownやRobynのプロデューサ

ーとしても名高いUlfLindstrom 

とJohanEkheのチームによるも

の。さらにソングライターには、

ホイット ニー・ ヒューストンや
_ rPretenderJ ESCA8137 

シャニースを手掛けてきたァロ 税抜価格￥2，000(発売中)

ン・ビールを迎え、よりポップでソウルフルな仕上がりに

なっている。

ファーストシングルとなった iPretenderJ(ESCA8138)は、

すでに日4でもオンエアされ好調な兆し。なお、現在こちら

のアルバムは限定2，000円(税抜)のフラッシュプライスで発

売中。このアルバムに関しての詳しいお問い合わせは、

EPICインターナショナル村上まで。 (Tel.03-3475-7281、ホ

ームページアドレス http://www.sonymusic.co.jp)

した曲が iWhatLove Can DoJ 

(VICP-35048)。こちらはアルバ

ムよりも更に一足早く、 5月24日

のリリース。なお、これから夏

にかけて北欧へ向かう音楽ファ

ンの方も増える時期とは思いま

すが、このアルバムがヨーロッ

パの庖頭に並ぶのは、まだまだ rVagabondSquawJ VICP-61 060 

数カ月以上も先とのこと。なお、税抜価格￥2，000(6月7日発売)

このアルバムに関しての詳しいお問い合わせは、ビクター

エンタテインメント 返田量で。 (Tel.03司5467-6538、ホーム

ページアドレス http・Ilwww.jvcmusic.co.jp)
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JJf1代欧州の
交通政策と鉄遁改革

崎両雅a・4警

太陽の誘いCUnderThe Sun) ロッタちゃんと赤いじてんしゃ
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「現代欧州の克直政策と鉄道改革J
堀雅通著税務経理協会刊 3，000円十税

EU統合によりダ、イナミックな構造変化に直面

した欧州の交通政策と鉄道改革をスウェー

デンを中，心に紹介する。

ひかり

本会報NO.313でもご紹介した「太陽の誘pJ
の公闘が当初の予定より大幅に変更となり、

皆様には多大にご迷惑をおかけ致しましたこ

とをお詫び申し上げます。尚、現時点では銀

座シネ・ラ・セットにて初夏の公開を予定中と

のこと。また、こちらは本年度アカデミー賞外

国語映画賞にもノミネートされ、世界的にも絶

賛されている作品。いつまでも太陽の沈まな

い白夜が美しい、真夏のスウェーデンを描い

たこの作品は、ど、乙か銀幕時代のスウェーテe

ン映画を初{弗させるイメージも漂います。詳

しい上映スケジュール等に関しましては、シネ・

ラ・セット (TeI.03-3212-3761)まで直接お問

Lミ合わせください。

奈良美智のイメージ・ドローイングとともにロ

ンクゃラン大ヒットとなった「ロッタちゃんはじめ

てのおつかLリ(恵比寿ガーテ'ンシネマにて、

7月7日までの上映)に引き続き、「ロッタちゃ

んと赤いじてんしゃJ(原題:LOTTAPA 

BRAKMAKARGAT釧)が6月24日より同劇

場にて公開されます。前作は冬から春にかけ

てのお話でしたが、今回は春から夏が舞台。

かわいいロッタちゃんと共に、やわらかな夏の

陽ざしにつつまれたスウェーデンの光景も楽

しみながらご覧いただけます。公開初日には、

ティーンエイジャーにまで成長したロッタちゃん

役のグレテ・ハウ*ネショjレド、による舞台挨拶も

あり、今回も引き続き託児サービス付きの上映。

なお、詳しくはへラルド・エンタープライス守(

Tel.03-3248-1l72)担当:野村まで(電話受付

時間:月一金曜/午前10時一午後6時)。
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「ひ力、り (HIKARI)J 
日本・北欧文芸誌 1，000円

本誌は日本で北欧文学を、そして北欧諸国

で日本文学を広め、その知識の普及に貢献

することを目的としている。

詳細:Tel:03品 62-0023 Fax:03-5562-5129 
E-mail:ewa@hpo.com 

ソフィーの世界CSophie'sWorld) SHOW ME LOVE 

8 I 8-:-U 

l1J弘行.

時鞍 1

ヨースタインコツレデルの小説「ソフィーの世界」

が映画化され8月にスバル座他全国東宝洋

画系でロードショー上映されます。

14歳のソフィーアムンセンが、文通相手の

アルベルトクノックスを通して西洋哲学の世

界を発見するとL巧物語は、世界中で1200

万部を超える売上げを記録し、フィクション部

門で1995年の世界のベストセラーに輝いた。

本会報NO.314でもご紹介した「ショー・ミー・

ラヴ」の公開初日;が決定致しました。 5月27日

より、渋谷東急Bunkamurajレ・シネマにて上

映です。ポップ。な雰囲気の中にもスウェーデ

ンの家庭や社会における問題へのメッセー

ジも網羅した、奥深い作品です。なお、乙ちら

の詳細は下記のホームページでもご覧いた

だけます。

(http://www.kuzui.co.jp/showmelove/ ) 

「シス」エクセレントフィンランド
発行:フィンラJンド、大使館、1月26日発行

発売:紀伊国屋書庖￥1，500(税込)

SISUその意味する所フィンランド魂。その全

容が明らかになる。

]ISS INFOR恥1ATION
前号でお知らせ致しました、当研究所特別講演会「ハビリテーリングの先駆者たちから学ぶ1

-スウェーデン医療チームの現場から-J6月6日開催は、ご好評につき定員オ-J{ーとなりまし

たので、締切らせて頂きました。ありがとうございました。

| スウ工ーテ柿ン社会研究所 目
| ホームページ 目
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